
































































































































































































































入 ○入院期間中の説明と実際の外見のつじつまが合わない為、クラ ○「がん」という雷葉を使いクラスメートに伝 （脱毛した）ことを説明
院
に スメートに言っておく必要があると感じた。 えた。 した。



























































い ○かつらが取れてしまった場合に、 冷やかしの欝葉をかけること ない様に、他のクラス・学年の生徒指導の徹
と




















治 く様子を感じ取る。 れ生えてくることを説明した。 ンで子どもたちへの入
療
や O子どもが、クラス替えG年から2年への）により、知らないク ○本当に伝えたいときは声を小さくし、真剣な り方が変わることを実
入 ラスメートがいることを不安に感じていることは知っていた。 表情で話をした。 即した。
院
に ○皆と同じように授業ができない可能性がある ○クラスメートは「え一
よ 【クラスメートに対して茎 ことを説明した。 まだなの一」「早く会い
る




の ○どんな子が新しく来るのか （新年度のクラス編成の為）ワクワ ○朝の会や帰りの会で、声のトーンを下げて「お た。
変
化 クしているクラスメートの行動を懸念した。 願いがある」と切り出して、毎日説明した。
へ ○洋剣さが伝わるように説明しなければならないと感じた。 ○退院日が不明なときは、毎副帯りの会で話を
の
対 ○クラスメートが子どものかつらだと気づいてしまったら、子ど
した。
癒 もに聞いてしまうと思った。 02年生（新クラス）4月から復学前日までは、
○心配なクラスメートがいた為、 脱毛とかつらのことはクラス して欲しいこと、してはいけないことを毎日
メートに言った方がいいと思った。 言い続けた。
【保護者に対して】 【保護者に対して】
○脱毛やかつらのことを事前にクラスメートに話すことで、いじ ○保護者とは、事前に話し合いを持ち、黙って
められるのでないかという不安を持っていると感じた。 いて、いじめなどが起きるよりは、初めに釘
○担任が我が子への個別対鯨が困難であることを感じて、母親が を打っておいた方がよいと：いう気持ちを伝え
傍に付いて、子どもの対応をすると申し出があった。母親の申 た。
し嵐に安堵した。 ○脱毛についてクラスメートに話すことを保護
者に了解を得た上で、クラスメートに説明し
【その他】 た。
○退院日と復学臼がはっきりせず、 連絡が入らないことが戸惑っ ○母親が教室で子どもの様子を見ることができ
た。 る様に、待機場所を提供した。
蓮 ○インフルエンザが心配。 【クラスメートに対して】
鍛 ○クラスメートが一人でもインフルエンザに罹ったら休ませなく ○インフルエンザが流行ったら、子どもは学校
化
予
防
てはいけないと思った。 に来られなくなってしまうと説明した。
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VI．考察
1．事例Aについて
　教員が支援した子どもに対し会議は2回開催されていた。1回目に開催された院内学級入級決定
時会議は入院早期に当たる。教員が会議出席前に抱いていたがんに対する『死』のイメージは、
会議出席後は安堵感へと変化した。更に、教員は具体的支援方法の確認に関心を示し、退院時会
議時に臨んでいる。保護者と地元校が入院時から調整可能な場合は復学がスムーズである8）とさ
れ、入院早期に医療者から子どもの病状説明を受け、病気に対する情報の取り扱い方法を調整す
ることや、教員から医療者へ地元校での子どもの様子を伝え、院内学級教員と学習の継続等を調
整することは、医療者との対話不足を改善し、教員に対し医学的知識の提供が可能である。した
がって、院内学級入二二定時会議iの開催は、復学支援の困難性9）の改善に効果的である。しかし、
入院直後に地元正教員からの積極的働きかけに対する子どもや保護者への負担感を考慮し8）、医
療者から学校側へ情報提供の機会を調整する必要がある。
　情報の取り扱いと学校内調整に関しては、教員は会議出席により、子どもや保護者が外観の変
化に対するいじめを心配している思いを汲み取り、子どもの病気に関する情報をクラスメートに
伝える際、情報漏洩を考え説明する教室を考慮していた。教室選定は教員が思案していることか
ら、会議で調整された事項を基に教員の工夫を加え支援していることがわかった。また、教員は
保護i者と子どもが希望した情報公開を、管理職の理解を得て支援していた。情報公開は、学校内
職員への協力要請と他の生徒からのいじめ予防につながる対策ではあるが、生徒の受け取り方は
様々であると予測され、情報公開後は他の教員のサポート体制が必要である。校長と教師との関
係の在り方が、教師の不安緩和に重要な役割を果たす10）とされ、これらのサポート体制は、教頭
が会議に参加したことにより、校長などの管理者の理解11）が得られ、校内全体でのサポート体制
整備が教員の復学支援に対する負担軽減となること8）を支持するものであった。
　治療や入院による子どもの変化への対応については、子ども・クラスメート・保護者に対して
の思いがあり、クラスメートと保護者に対して支援していた。退院時調整会議から復学までの10
日間で、クラスメートへ子どもの変化の説明と行動指針の解説、クラスメートの保護者への説明、
学校内教職員への正しい病気の理解と情報管理を徹底していた。このことから、会議後は教員が
学校内調整やクラスメートへの説明の時間を考慮して、退院時会議開催は復学日から逆算して1
週間以上の期間が必要である。また、子どもの変化をクラスメートに説明する際は、クラスメー
トの反応を受け止め、説明を追加していた。このやりとりから、会議i後の学校内や教室内で発生
する問題解決は、教員の判断に任されることが明らかになった。従って、会議後の教員の思いや
判断は、子どもの復学前の受け入れ体制に影響する。医療者としては、教員が情報を取り扱う際
に想定される質問対応の調整が必要である。更に、小学2年生では『がん』から『死』や『脱毛』
を連想することがわかった。病気に対する理解は、学童期前期頃より論理的思考が可能になると
言われている12）。小児がん経験者は医師からの病気の説明時に、必ずしも死に結びつく病気であ
ることとして認識はしていない13）。したがって、子どもとクラスメートの認識の乖離を想定した
対応が求められる。教員はいじめを回避するために、クラスメートの病気の捉え方に応じて、子
どもの外観の変化をクラスメートへ浸透させ、子どもを迎える気持ちを高めた支援を実施してい
た。米国ではクラスメートへの説明時の反応が良くてもその後に、からかいなどのいじめが発生
している場合もあり14）、復学前のいじめ回避のための支援は重要である。学童期の認知段階を踏
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まえ、真実を伝えることで、クラスメートを復学支援チームの一員とし、サポートメンバーとし
て捉える必要がある。また、子どもの病名告知と会議参加は、教員が子ども自身のいじめへの対
処行動15）を把握できる機会となり、教員にとっても復学前の支援行動への動機づけとなると考え
る。
　会議参加により教員は、病気悪化予防行動徹底の必要性を感じ、会議参加をしていない養護教
諭や他の教員との調整を図っていた。教員が支援した子どもの背景から、入院期間は学年進行中
であったこと、入院中の面会で子どもに会うことができたこと、子どもへの病名告知がされてい
たこと、子どもの会議参加があったこと、会議には教頭と参加したことなどが関与していると考
える。子どもの入院期間が学年進行期間中であることは、入院時と復学時のクラスメートメン
バーに変更がなく、教員はクラスメートのレディネスを考慮し、子どもの入院による変化を説明
することに集中できると考える。教員は病気悪化予防への支援の反応として、校内教員の感染予
防意識が高まりを感じている。これは会議で感染予防に関する知識を得た教員が、インフルエン
ザ発生に対する危機管理意識を持ち支援した結果である。特にインフルエンザが流行する時期に
退院する場合は、教員や学校側だけでなく保護者の感染に対する緊張が高まる。教員に対し、看
護師が主体となって子どもの入院申から感染症に関する情報提供をすることや16）、感染に関する
過度の緊張を避ける配慮も必要である。
2．事例Bについて
　教員は退院時会議出席後子どもの状況や外観の変化がイメージできないことを、繰り返し語り
支援の困難さを感じていた。会議開催による調整項目の明確化や復学支援経験は、必ずしも教員
の復学支援に対する不安軽減にならず、支援する子どもの状況に応じた思いがあることが明らか
になった。復学支援の困難さを感じた背景には、入院中の面会制限、子どもの会議未参加、復学
後の学校生活支援に薬の管理が必要となること、入院期間は学年をまたぎ入院時と退院時のクラ
スメートは異なっていたことが関与している。入院中の子どもへの面会制限や会議未参加は、教
員が子どもの外観の変化や体力低下・子どもの気持ちが確認できず、復学後の学校生活のイメー
ジ化に影響を与える。また、会議内容の一つに復学後の薬の管理があった。教員は子どもの学校
生活上の最も身近な支援者であるが、学校生活で支援する生徒は子どもだけではない。子どもは
復学後、治療を継続しながら学校生活を送ることがあり、子どもの体調の様々な変化に応じた支
援が必要とされる。教育者として使命感はあっても、薬の管理と学校生活の継続への責務は、教
員の日々のクラス運営に負荷が加わることとなる。教員は復学前の不安を、強制的に使命感にシ
フトし支援している可能性もあり、不安を表出できずに復学準備を開始している場合がある。退
院前に子どもとの接触がない場合には、子どもの外観変化のイメージができないことで教員の不
安が増強しないよう、教員の不安を確認し支援を調整する必要がある。更に、子どもの退院時期
は2年次4月であり、入院時と退院時のクラスメートの構成も変化していた。教員は学級編成時に
学年は持ち上がり、引き続き子どものクラス担任となった。教員は新学年のクラスメートに対す
る支援として、病気の説明を繰り返していたが、新学期開始から子どもの復学までの期間は一か
月に満たない状況であり、教員は試行錯誤で支援していた。子どもの入院期間が学年をまたぎ担
任が変更する場合は、この限りではなく、説明内容の検討が新たに必要となる17）。
　情報の取り扱いと学校内調整では、情報公開を制限したことで、教員の思いと支援内容に、非
公開と公開情報の調整の困難さが見られた。情報公開制限は、他の教員の協力要請の制約の可能
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性もあり、教員の復学支援の不安につながる。事例A同様、会議には教頭と共に参加したことに
より、その後の学校内体制づくりに効果があった。このことは、学校側の協力体制づくりに管理
職の会議参加が必要であるという大見らの11）の結果を更に支持するものであった。
　治療や入院による子どもの変化への対応では、子ども・クラスメート・保護者に対する思いと
支援が見られた。子どもへの病名は未告知であり、子どもに関する情報公開範囲と内容を制限し
ていた。教員はその後の対応について困難に感じ、情報の取り扱いと学校内調整に対する困難さ
の思いを語っている。特に公表する内容を制限し、かつクラスメートやその他の生徒、職員の配
慮を徹底しなくてはならない場合は、教員の言動の統一や学校内での徹底した守秘など慎重な情
報管理が必要となる。情報公開範囲が制限される事例であったが、クラスメートは教員の指導に
より子どもを迎える気持ちを高めていた。教員は教育上や教育目標に基づき学習指導や適応指導
をし、教師の働きかけが子どもたち〔ここでは広く一般の生徒を指す〕の適応に影響を及ぼすと
され18）ており、医療者としては、教員が専門職としての支援に集中できるよう、医療的判断に迷
わないようなサポートが必要である。
WI、結語
　本研究の結果により、以下のような看護への示唆を得た。
1）復学支援は入院初期から開始されることが望ましく、会議開催の時期を検討し、医療者から学
　校への情報提供が必要である。
2）退院時会議開催は復学日から逆算して！週間以上の期間が必要である。
3）教員が情報を取り扱う際に想定される質問対応の具体例を示し対応策を検討していく必要が
　ある。
4）教員の背景に関わらず、復学支援に対する教員の不安内容について把握し対応する必要があ
　る。特に退院前に子どもとの接触がない場合は教員の不安につながるため、子どもとの接触の
　有無について確認をする。
5）子どもの退院時の学年と時期、病名告知の有無等を考慮した調整が必要である。
6）教員が専門職としての支援に集中できるように医療的判断に迷わないようなサポート体制が
　必要である。
7）子どもの入院期間中の教員の思いが医療者に伝わりにくいことを認識して、教員の面会時に
　は積極的にコミュニケーションを図る必要がある。
8）学校側の会議参加は、管理職や養護教諭などの参加を促すことが、学校の体制づくりに有効で
　ある。
　これらにより、会議は教員が支援方法を決定するための情報収集の場であり、支援項目を明確
にする機会であることと、教員は会議で調整された内容を確実に実施していることが確認でき
た。このような背景には、学校の協力体制はもとより、教員の多大な個人的努力と創意工夫があっ
た。会議は学校側に復学後の行動指針を与えるものの、教員は試行錯誤の状態で復学初日を迎え
ていることが明らかになった。しかし、会議は教員に安心ばかりを提供しているわけではない。
教員の思いの確認や、より詳細で具体的な会議内容の検討が必要である。
　今回は面接対象者が少なく、結果を一般化できない。今後は事例検討を重ね、復学支援に対す
る教員の思いや支援内容の共通性を見出し、支援の実態を明らかにする必要がある。
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学童期のがんの子どもへの担任教員の復学支援
　　　　　Support　to　School　Re－entry負）r　the　Element紐ry　School　S加dent
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　the　Homeroom　T砿cher
一・
swo　Case　S加dies責br　the　Thoughts　and　the　Support　in　the　Homeroom
　　　　　　　　　　Tb劉cher　from　after　the　Pre－disch劉rge　Joint－confbrence
　　　　　　　　　　in　the　Hospit紐l　until段t　the　D劉y　of　Return　to　School一
　　　　　　Chiaki　KATo　1）Sakie　OMI2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
．θ3μ8加〃Zαノ08α厩η翫∫V粥め・5伽01げハ励加8
　　　　　　　2ノ伽πH6α娩Cα形砺’vσ3め・
Abstr劉ct
　　　　［Purpose】This　study　is　performed　to　discover　the　effect　on　the　homeroom　teacher　ffom　the　joinレ
confbrence　concerning　their　student’s　re－entry．［Method】Its　method　is　a　semistructured　interview　on　two
teachers．［Resu藍t　and　Consider畿tion］As　a　result　the　homeroom　teachers　have　expressed　their　willingness
to　support　as　well　as　their　concerns　as　they　prepare　fbr　their　agenda．　The　interview　has　revealed　that　the
conference　either　releases　or　increases　their　anxiety．　It　also　became　clear　that　the　class　teachers　were　utilizing
the　issues　coordinated　during　the　meeting　as　a　foundation　and　were　incorporating　originality　in　their　e価orts
to　implement　the　school　re－entry　support　program．
Keywords：chi丑dren　with　c劉nce鴎schoohe－eutry　support　progmm，　homemom　te繍cher
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